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2 Ma-10　　 洗濯における金属イオン担持ゼオライトの抗菌効果

○高橋哲也＊ 杉谷友美＊ 木村由和＊＊

(＊島根大､＊＊カネボウ化成)

1. 目 的: 衣 服に付着した汚れを栄養源として、細菌などが繁殖する。そのため、いやな臭いがする

だけでなく、健康に悪影響を及ぼすことも考えられる。一方、抗菌性、抗菌製品に対する関心も非常に

高まっており、多く普及している。我 々は､ 合成洗剤中に水軟化剤として用いられているゼオライトに着

目し､ ゼオライトに金属イオンを担持することによって抗菌性を付与した。そして、洗濯中に除業するだ

けでなく、洗濯後の布地に抗菌性を付与することを試みた。

2.方 法:JIS-L-1902 に準拠し、洗濯液中の生業数と、試験布の抗菌性試験を実施した。抗菌性試験

に際しては、大腸菌(Escheri・hia coti IFO 3301)を 用い、無加工綿布を標準布として使用した。

3. 結 果: 金属イオンを担持したゼオライトを用いて洗濯を行ったところ､ 有効に殺菌し、一般生菌は全

く存在しなかった。このことは、洗濯液中の金属イオン担持ゼオライトが有効に殺菌する効果があるこ

とを示している。また､ 洗濯／すすぎ後の布地の抗菌性についても鯛べたところ、担持した金属イオン

の種類(銀 、亜鉛、銅) にかかわらず、全ての布地に抗菌効果が付与されていた。一方､ 金 属イオンを

担持していない通常のゼオライトでは、ゼオライトの添加量が増加すると、抗菌効果が逆に低下する

傾向が見られた。

2 Ma-11　　 シリコ ーンを用 いた家庭用 柔軟 仕上げ剤 の消費 性能

○橋山恵美子、横山準、山崎久生、宮坂広夫、向山恒治

（ライオン㈱　ファブリックケア研）

［目的］従来から工業用繊維仕上げ剤においては、界面活性剤やシリコーン・ワックスの

ような油剤など種々の基材が用いられているが、家庭用柔軟仕上げ剤で用いられる基材は

ジ長鎖型のカチオン界面活性剤が殆どであり、その他の基材を積極的に使用している例は

少ない。本報では、シリコーンの家庭用柔軟仕上げ剤基材としての適性について検討した。

［方法］通常洗浄のみ、通常洗浄後一般家庭用柔軟仕上げ剤通常処理を対照として、通常

洗浄後カチオン界面活性剤／シリコーン併用系の仕上げ剤処理を、濃度、併用比を変化さ

せた条件で繰り返し洗濯1 ～20 回まで実施し、処理衣料の風合い、帯電防止性、吸水性、

衣類のイージーケア性、衣類保護効果などについて評価した。更に機能発現の考察のため、

カチオン、シリコーンの繊維への吸着率、処理繊維の各種特性などを測定した。

［結果］対照と比較して、①風合い：特に化繊に対する向上効果が見られる。②帯電防止

性・吸水性：効果が高い。②洗濯じわ軽減性：各種衣料で軽減効果が見られる。③イージ

ーアイロン性：アイロンすべり性が良い。④衣類保護効果：洗濯機からの衣類を取り出す

際の絡まり防止、収縮防止、ピリング防止などの点で効果が高い。などの効果を有するこ

とが明らかとなった。さらにこれらの効果は独立に、特定の使用濃度、併用比の範囲で発

現することが明らかとなった。すすぎ浴中でシリコーンを衣類へ効率的に吸着させること

により、従来の柔軟仕上げ剤が有する基本機能の他に新しい機能を有する家庭用柔軟仕上

げ剤への応用の可能性が示唆された。その他、機能発現に関する考察についても論じる。
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